
第３号様式（第７条関係） 

 

ＳＤＧｓおおたゴールドスカイパートナー宣言書 

 

(宛先)大田区長 

 

私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、以下のとおり、大田区とともにＳＤＧｓの推進に取

り組むことを宣言します。 

 

＜宣言日＞2025年 5月 26日 

事業者情報 

事業者名 株式会社 金属被膜研究所 

代表者 職・氏名 
職名 代表取締役  

氏名 今田 悠 

ホームページ URL（任意） https://www.kinzokuh.co.jp/ 

事業者ロゴ（任意） 

 

事業者としての 2030 年のあるべき姿 

私たちの会社は、2030 年には持続可能な開発目標（SDGs）の実現に向けた先進企業とさ

れることを目指しています。 

 

これまでに取り組んでいる・これから取り組みたいＳＤＧｓ17のゴール・目標（複数選択可） 

（これまでに取り組んでいるゴール・目標：○ これから取り組みたいゴール・目標：●）  

      

○● ○● ○ ○ ○● ○ 

      

○● ○● ○● ○● ○ ○ 

     

 

○● ○ ○ ○ ○  



目標の達成に向けた重点的な取組内容等 

分野 

(該当分野に 

チェック) 

(複数選択可) 

ＳＤＧｓゴール

(メイン・サブ)

の数字を記入 

（複数記入可） 

目標の達成に向けた重点的な取組 

①  

経済 ✓ 【メイン】 

 1 

【サブ】 

 2、8 

・社員、アルバイトの賃金を 2023～2027 年の５年間

毎年 5％のベースアップ、昇給をする。 

・10 年前から実施している子供食堂への寄付を継続

する。 

・年間休日 125 日を維持する。 

社会 ☐ 

環境 ☐ 

②  

経済 ☐ 【メイン】 

 5 

【サブ】 

 8、10 

・女性社員の割合を 30％以上維持する。 

・IT 教育等を男女差別なく実施している。 

・女性及び高齢者が働きやすい環境を作る。 

社会 ✓ 

環境 ☐ 

③  

経済 ☐ 【メイン】 

 13 

【サブ】 

 7、9 

・CO2 の排出量の把握を続ける。 

・LED 照明を 80％→100％にする。 

・協働ロボットを導入する。 

社会 ☐ 

環境 ✓ 

 

進捗報告 

 進捗状況（１年目） 進捗状況（２年目） 進捗状況（３年目） 

①  

・2023～2026 まで毎年平均 5％

のベースアップを実施した。 

・品川区の子供食堂への寄付は

継続している。 

・2026 年の年間休日は 125 日。 

  

②  

・女性社員の割合 21.9％である。

リクルート業務に女性を配属。

女性採用に力を入れている。 

・IT 教育等で男女差別なく実施

している。 

・時短勤務など、女性や高齢者が

働きやすい雇用形態・環境を構

築している 

  

③  
・2025 年の CO2 排出量/付加価

値平均 7.36kg/万である。 

  



・LED 照明は導入 100％。 

・協働ロボットは案件が入り次

第、検討する。 
 


